
-決断する信仰、告白する教会-

敗戦から71年目の夏。この国の大きな曲が

り角の最中に立たされている私たちは、神の御

前にどのように生きることが求められている

のでしょうか。

時代の状況を見据えつつ、御言葉に聴くこ

とによって、決断する信仰を養い、告白する教

会として整えられてまいりたいと願います。

朝岡 勝

この夏の参議院選挙の結果はどうなるのだろうかと私たちキリスト者も関心をもって
一票を投じたと思います。今回の選挙結果はこの国の先行きを大きく変えるものになる
のではないか。戦争のできる国へと一段と進んだのではないかと憂慮します。私たちに
求められているのは武力によらない話し合いによる解決の道です。
私たちは戦前戦中にキリスト者が戦争に加担した過ちを再び繰り返さないため関東教

区の「罪責を告白する教会」を再度確認し、敗戦71年目のこの夏私たちは今この時代に
立たされた者としての使命と責任をあらためて考える機会としたいと思います。今年の
8.15集会は時宜にかなった講師の先生が与えられました。お暑い中ですが是非この大切
な集会に足を運んでください。お待ちしております。

埼玉地区社会委員会 委員長 後藤龍男

日時 ２０１６年 ８月１５日（月） １０時～１２時３０分

場所 日本キリスト教団 埼玉和光教会 参加費５００円
〒351-0114 和光市本町 15-50 (048-461-2177 )
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講師 朝岡 勝（あさおかまさる）氏
（日本同盟基督教団 徳丸町キリスト教会 牧師）

主 催 日本キリスト教団埼玉地区 社会委員会
問い合わせ先 Tel 0480－ 22－ 2424 和戸教会 後藤 龍男

講師紹介

1968年、茨城県土浦市に牧師家庭の次男として生まれる。

東京基督教短期大学、神戸改革派神学校卒業。

岡山、神戸をへて、2000年秋に徳丸町キリスト教会牧師に就任。

家族は妻と二男 一女。

日本同盟基督教団副理事長。

最新著書「キリストが主だから: いま求められる告白と抵抗」(新教コイノーニア)

山口陽一牧師との共著 新教出版社


